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　　　　　　　　は　じ　め　に

　砒oろα5滅㈱属菌によるもち病は，ツバキ科やシャ

クナゲ科の新葉や新梢に発生する。もち病の病徴を示す

チャ葉の表面は退縁し，いくらかくぽみ，裏面は肥大
　　　　　　　　　　　　1）
し，子実層を形成する．赤井によればサザンカもち病の

罹病組織は細胞の著しい増生と肥大によるものであり，
　2）
平田はもち病組織の形成には植物ホルモンが関与すると

いう．植物ホルモンを用いて菌痩類似の病徴を発現させ

た実例はないようであるし、また病原体の抽出物や培養

濾液で病徴類似の現象を再現させた報告も見当らない。

筆者らは檀物菌痩形成機構の解明のために，各種菌痩組
　　　　　　　　　　　　　3）
織を電子顕微鏡で観察しており，すでにもち病罹病組織

についても報告した．本報では肋oろω励舳属菌によ

るもち病罹病組織細胞の電子顕微鏡下での共通点を把握

するために行った肋06ω肋〃刎ηθ〃郷によるチャも

ち病羅病組織の超薄切片の観察結果について述べる。

　　　　　　　　実験材料と方法

　Eエoろα8〃6z舳沸∬α郷によるチャ（丁加α5伽醐5｛5）

のもち病罹病組織と対照区として健全な新葉を供試し

た．病葉裏面病斑部組織は肥大し，その表面に子実層を

形成した典型的病斑で，光顕下では褐変細胞は認められ

なかった．このような組織を細切し，6．25％グルタール
　　　　　　　　　　　　　　　　4）
アルデヒドーりん酸緩衝液（PH7．4）で3時間固定し，

6時間りん酸緩衝液で洗い，1％オスミウム酸一りん酸

緩衝液で後固定した．蒸留水で水洗し，エタノールで脱

水し，プロピレンオキサイドを通してエポン樹脂に包埋

した．カラスナイフを用い，Porter－B1umMT2－B超

ミクロトームで切片を作成し，酢酸ウラニル飽和水溶液
　　　　　5）
で電子染色し，カーボン補強を行い，日立HU－12A型

電子顕微鏡（75KV）で観察した．

※　檀物病学研究室

　　　　　　　　結果と考察

　菌糸：図1は罹病葉裏面の子実層に近い細胞間隙の菌

糸塊の電顕像を示したものである．菌糸は脂質球を含ん

でいる場合がある。このような場合は菌糸細胞内の電子

密度が高く，菌糸の細胞膜は不明瞭である．図2は菌糸

塊の菌糸で脂質球の少ない菌糸を拡大したものである。

菌糸の細胞内には多くの膜構造が見られるが，ER（小

胞体）とか液胞は判然としなかった．また細胞質の

電子密度は低かった。サザンカもち病を起因するE肌
　　　　　　　6）
g伽”θ菌では核，クロキもち病を起因するEム3ツ刎一
　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
μooりψo必〃菌ではロマゾーム様構造が観察された．

Eムηαα郷をも含めて，筆者らはまだ肋oろα5肋㈱

属菌の菌糸内ではミトコンドリアを観察していない。も

ち病罹病組織内の及oみα5肋㈱属菌の菌糸の直径は

2μ程度，あるいはそれ以下の場合も多く，感受体の細

胞壁へ侵入した菌糸（図3・4，H）は核はもとよりミ

トコンドリアが入れるような太さではない．図2に示す

ように，菌糸塊の菌糸相互の問隙には感受体細胞壁（図

3・4，CW）と同程度の電子密度を示す物質が充填し

ており，この物質は感受体細胞壁が変性したものであろ

うと考えられる．

　病原体（菌糸）の存在場所：罹病組織内の病原体（菌

糸）は細胞間隙，細胞壁の中層，細胞壁に観察された．

細胞間隙には菌糸塊の多くの菌糸が存在するが（図1⑤

2），この菌糸塊に接した細胞にも菌糸は侵入していな

い．図3⑤4に示されるように菌糸は感受体細胞壁を侵

害し，蔓延する能力はあるが，感受体細胞の内側には侵

入しない．肋0ろα5肋㈱属菌は感受体の細胞壁を陥入
　　　　　　　　6，7）
させる場合もあるが，菌糸自体は感受体細胞の細胞膜に

接することもなく，もち病罹病組織では病原体（肋o一

ろα5滅舳属菌）は感受体細胞に侵入しないと結論でき

る．菌糸が感受体細胞膜より外側に存在しているにもか
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かわらず，すでに興型的病徴を示していることから，菌

糸から出される‘刺激物質’により感受体細胞の増生や

肥大が起こると推定できる．このように典型的病徴を発

現していながら菌糸が感受体細胞の申に認められないも
　　　　　　　　　8）　　　　　　　　　9）
のにオニタビラコ菌痩，サクラてんぐ巣病，モモ縮葉
10）　　　　　　　　　11）
病，マダケてんぐ巣病などがある．

　一般に糸状菌による檀物病害においては病原体の菌糸

が感受体細胞に侵入するか，吸器を挿入すると考えられ

ているが上記のように感受体細胞に侵入しない糸状菌に

よる病害があることも事実である。このような場合，病

原体は菌糸そのものではなく，菌糸から出される‘物質’

が病徴の誘導をするものと思われるが，このような考え

に立てば，この‘物質’が真の病原といえる。

　感受体細胞：図5・6は健葉（新葉）組織細胞の一部

を示したものである．すでに展葉した組織細胞で発達し

た葉緑体を持つ細胞には大きな液胞（V）があるのは葉

組織細胞の一般的な形である．チャの葉組織では細胞壁

（図5，CW）の中層はいくらか電子密度が高い．い

わゆる原形質には核（N），仁（NO），ミトコンドリア

（M），葉緑体（C宜）が認められる．小胞体（ER）

は粗面小胞体の場合が多かった．ゴルジ体を観察する機

会は少なかったが，細胞質部分（細胞膜とトノプラスト

（T）との間）の層の厚さは細胞壁より厚く，リボゾー

ムも多かった．葉緑体は殿粉を持ち，好オスミウム性顧

粒は小さく，少数であった．葉緑体基質の電子密度は高

く，グラナラメラが発達していた．

　罹病組織では，図3④4⑭7に示すように細胞壁

（CW）が肥厚し，細胞壁に菌糸が認められる場所では

極端に肥厚する場合がある（図314，CW）。このよ
　　　　　　　　　　6）　　　　　　　　7）
うな現象はクロキもち病やサザンカもち病の組織細胞に

おいても観察された．図3・417は肥大した細胞の一

部を示したもので，肥大細胞の大部分は液胞（V）で占

められ，細胞質部分は薄い層として細胞壁に密着し，原

形質分離は起こっていない．このことはもち病組織に共

通しており茅また植物菌痩組織の肥大した細胞に関して

も言えることである。図3の液胞（V）には細胞質部

分，特に細胞質を伴ってトノプラストが突出したもので

あろう．また図3④4の電子密度の高い物質はチャやサ

ザンカのもち病罹病葉細胞の液胞内に認められており，

タンニンを主とする物質であると考えられる。肥大した

細胞では細胞全体の体積の増大と細胞質部分の層が薄く

なっているために（図7），健全葉組織細胞（図5・6）

に比較して葉緑体やミトコンドリアなどの細胞内器官が

観察される頻度は少なくなる。リボゾームはほとんど見

られなくなり，電子密度は低下する．このことは図8の

葉緑体周辺においても示されている．細胞質部分がこの

ような状態になってもミトコンドリア（M）の2重膜は

保持されており，ゴルジ体（G）も認められる（図7）．

グラナラメラも明瞭で葉緑体膜（CHM）や核膜（NE）

の2重膜も保持されており，細胞内器官の基本的な構造

はもち病組織（肥大組織）が形成される過程で崩壊しな

いことがわかった（図8・9）．罹病組織細胞の葉緑体

にはアミロプラストに近い形を示すものもあるが，図8

・9に示すように殿粉粒を含まず，葉緑体基質の電子密

度が低く，好オスミウム性穎粒を持つ葉緑体がしばしば

観察された。チャもち病罹病組織はタンニンをもつ細

胞，タンニンを持たない細胞，アミロプラストに近い葉

緑体を持つ細胞，殿粉粒を含まない葉緑体を持つ細胞，

複数の仁を含む核を持った細胞など相互に異質な細胞か

らなっている．このこともサザンカやクロキのもち病罹

病組織に共通した点といえる。

　　　　　　　　摘　　　　　要

　肋o6α5倣㈱η鮒α郷によるチャもち病罹病組織の超

薄切片を観察した．本菌の子実層や菌糸塊の菌糸は比較

的太いが，細胞壁中に侵入している菌糸は細く，菌糸内

の構造についての観察は困難であった．菌糸は組織の表

面，細胞間隙，中層，紬胞壁に存在する．菌糸塊の菌糸

に接している感受体細胞においても，侵入菌糸や吸器様

構造は観察できなかった。菌糸は感受体の細胞壁に侵入

することはできるが，感受体の細胞膜には接していなか

った．チャもち病においては病原体（菌糸）それ自体が

感受体細胞に侵入しなくても増生や肥大が起こると考え

られる．肥大した紬胞の大部分は液胞で，細胞質は薄い

層として存在し、細胞膜やトノプラストの表面積が増大

していることがわかる．チャもち病罹病組織は健葉細胞

の葉緑体のように殿粉を含んだ葉緑体を持つ細胞，アミ

ロプラストに近い形の葉縁体や殿粉粒を含まない葉緑体

を持つ細胞，また数個の仁を含む核を持つ細胞，液胞に

タンニンをもった紬胞，タンニンを持たない細胞など相

互に異質な細胞からなっている．
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　　図　の　説　明

図1．肋0ろ伽励舳の子実層に近い菌糸塊の菌糸．罹

　　　病組織の細胞間隙に菌糸の塊りができる．菌糸塊

　　　とよばれている　菌糸細胞には多数の脂質球が認

　　　められる．　　　　　　　　　　　　x7800

図2．菌糸塊の菌糸、脂質球の少ない菌糸を拡大して観

　　　察したが膜構造が認められるだけで細胞内器官は

　　　観察できない．ミトコンドリアは認められない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×29000

図3・4：感受体細胞壁（CW）と菌糸（H）．肥大し

　　　た細胞の細胞壁は厚くなる場合があり，とくに菌

　　　糸が認められる場所で肥厚する．　　　×29000

図5・6：チャ健全葉（新葉）細胞，縁茶にする若い葉

　　　の葉緑細胞の一部．　　　　　　　　　×17000

図7．肥大した細胞．細胞質部分は細胞壁より薄い層に

　　　なる．電子密度は低くなり，細胞内器官が観察さ

　　　れる頻度は小さくなる．　　　　　　　×20000

図8．肥大した細胞の葉緑体．　　　　　　　x29000

図9．肥大した細胞の葉緑体と核．細胞が肥大しても葉

　　　縁体膜（CHM）や核膜（NE）はこわれない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×52000

　　図申の記号
CH葉緑体（ch1orOp1ast），CH皿葉緑体膜（ch1oro－

P1ast　membrane），C皿細胞膜（ce11membrane），

CS細胞間隙（mter－ce11u1ar　space），CW細胞壁

（ce11aw11of　the　suscept），ER小胞体（endop1a－

smlc　ret1cu1um），Gコルソ体（Go1g1body），GRク

ラナラメラ　（grana1ame11a），H菌糸（hypha），

皿ミトコノトリア（m1tochondr1on），N核（mc1e－

us），NE核膜（mc1ear　enve1ope），N0仁（nuc1e－

o1us），OS好オスミウム性穎粒（osm1oph111cgranu1e

m　ch1orop1ast），ST殿粉粒（starch　gram），Tトノ

プラスト（tonop1ast），V液胞（Yacuo1e）

Summ肌y

　U1tra＿thin　sections　of1eaf　ga11of　T加α∫伽θ〃∫づ∫infected　with　E”oろα∫〃加刎η肌α刎

were　myest1gated　by　means　of　an　e1ectron　m1croscope　Mater1a1s　were　f1xed　w1th

buffered－625％　91utara1dehyde　and　post　flxat1on　was　done　by　osm1u皿tetraox1d．e

Dehydrat1on　was　m1t1ated　by50％a1coho1fo11owed　by　grad－ed．ser1es　of　a1coho1and－

embedd．ed．1n　Epon　Sect1ons　were　cut　w1th　g1ass　kn1yes　on　a　Porter－B1um（MT2－B）

u1tra－m1crotome　and　were　stamd　urany1acetate　Spec1mens　were　exammed－md．er

H1tach1（HU－12）e1ectron　mcroscope　operated　at75KV

　The　funga1hyphae　were　recogmzed1n　the1nter＿ce11u1ar　spaces，m1d．dユe1ame11a，ce11

waus　of　the　suscept　t1ssue　Ce11血embranes　were　not　mvagmated．and　the　funga1

hyphae　were　not　observed　w1thm　the　suscept　ceus　In　the　hypha1ce11s11p1d－granu1es

were　found，b1ユt　other　organe11es　were　not　found　Low　e1ectron－dense　mater1a1was

observed．1n　the　surround．mg　part　of　the　hyphae　m　the1nte卜ce11u1ar　spaces　Hypertro－

ph1ed　ce11had　a1arge　centra1vacuo1e　and　thm　per1phera11ayer　of　cytop1asm　　E1ectron＿

d－ense　mater1a1w1th　osm1um　tetraox1d．e　d．ur1ng　f1xat1on　represents　a　tamm　accumu1at1on

m　the▽acuo1e　of　the　suscept　ce11　P1asmo1ys1s　was　not　obserYed．and－ceu　membrane

was　contacted．to　the　ce11wa11of　the　suscept　Ch1orop1ast　d．oub1e　membranes　grana

structures　and－osm1oph111c　granu1es　were　observed－1n　the　ch1orop1ast，but　starch　grams
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